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人
が
生
き
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
す
。
自
然
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
、

使
う
こ
と
は
環
境
に
負
荷
を
掛
け
る
た
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り

ま
す
。
日
本
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
ほ
と
ん
ど

な
い
中
、エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
目
標
は
、「
持

続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
て
意
志
決
定
さ
せ
る
場
面
」

を
設
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
が
地
球
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
考
え
、
じ
ぶ
ん
の
身
の
回
り
か
ら
地

域
へ
向
か
っ
て
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
す
る
た

め
に
行
動
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
課
題

は
、
日
ご
ろ
か
ら
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で

見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
中
学
理
科
で
は
、

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
で
「
身
近
な
事
象
か
ら
地

球
規
模
の
環
境
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
、
科
学

的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
賢
明
な
意
思
決
定
」
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
学
習
目
標
の
中
に

織
り
込
み
ま
し
た
。
人
間
が
将
来
に
わ
た
っ
て

生
き
て
い
く
た
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
い
え
ば
、
科
学
的
に

探
究
す
る
力
を
養
う
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
何
か
を
考
え
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
向
か
っ
て
い
く
人
材
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
学
習
指
導
要
領
で
め
ざ
す
目
標
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
目
標
は
リ
ン
ク
し
ま

す
。
単
元
を
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
が
実
践
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

科学的に探究し、持続可能な社会構築に貢献を
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「
楽
し
く
学
ぼ
う
！
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」

　

学
校
教
育
の
学
習
指
針
と
な
る
「
学
習
指
導
要
領
」
が
改
定

さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
小
学
校
と
中
学
校
は
い
よ
い
よ
移

行
期
間
に
入
る
。
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」。
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

は
、実
践
し
て
い
る
学
校
関
係
者
に
聞
く
と
、こ
の
「
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
」
学
習
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
新
し
い
学
習

指
導
要
領
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
は
よ
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

方
、
長
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
実
践
し
て
い
る
学
校
に
共

通
し
て
い
る
こ
と
は
、「
楽
し
く
学
べ
る
仕
組
み
」
に
あ
る
。

主
体
的
・
対
話
的

学
び
の
実
現
へ
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―
ま
ず
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
学
会
と
は
ど
う
い
う
学

会
で
す
か
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
普

及
や
学
習
指
導
の
内
容
、
方
法
な

ど
の
追
究
、
向
上
な
ど
を
目
的
に

２
０
０
５
年
に
設
立
さ
れ
た
学
会

で
す
。
通
常
の
学
会
に
比
べ
て
、

教
育
現
場
の
第
一
線
に
い
る
教
師

の
会
員
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
企
業
な
ど
幅
広
い
層
の

会
員
が
い
る
の
も
特
徴
で
す
」

　

―
会
長
と
し
て
の
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
、
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
、
十
分
に

普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

ま
ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
普
及・

拡
大
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
会
員
の
奮
起
に
加

え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
学
会
や
経

済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
等
の
行

政
機
関
に
も
一
層
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
そ
も
そ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
次
世

代
教
育
も
当
然
で
す
が
、
今
の
大

人
た
ち
、
つ
ま
り
現
役
世
代
に
こ

そ
必
要
な
生
涯
学
習
と
い
う
べ
き

内
容
で
す
。
生
涯
学
習
の
課
題
で

す
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て
主
体
的

に
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
現
役
世
代
は
子
ど

も
の
時
代
に
主
体
的
に
学
ぶ
形
式

の
学
習
を
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た

世
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
役

世
代
と
次
世
代
が
一
緒
に
参
加
し

考
え
る
協
働
的
な
学
び
・
活
動
の

場
を
設
定・提
供
し
た
い
で
す
ね
」

　

―
具
体
的
な
方
策
な
ど
あ
り

ま
す
か
。

　
「
例
え
ば
、
小
中
学
校
な
ど
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
単
位
で
、
子
ど
も

と
大
人
が
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

な
ど
に
見
学
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
く
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
ラ
ブ
』
的

な
も
の
を
組
織
化
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
中
学
校
に
部
活
動
・
同

好
会
的
な
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、

地
域
社
会
で
住
民
と
共
に
活
動
す

る
も
の
で
す
。
と
、
い
う
の
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
が
長
続
き
し
て

い
る
学
校
は
、
概
ね
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児

童
会
・
生
徒
会
と
地
域
が
う
ま
く

連
携
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
先
進
校

に
学
び
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い

で
す
ね
」

　

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
普
及

へ
企
業
が
努
力
す
べ
き
こ
と
は
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

係
の
事
業
者
の
一
層
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
ま
ず
、
企
業
の
み
な

さ
ん
に
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事
・

事
業
に
対
し
、
一
般
の
人
が
関
心

を
持
て
る
よ
う
一
層
の
工
夫
を
お

願
い
し
た
い
。
例
え
ば
、
施
設
見

学
で
も
、
現
状
で
は
見
せ
方
の
工

夫
が
不
十
分
に
感
じ
ま
す
し
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
最
近
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

技
術
が
発
達
し
て
お
り
、
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
技
術
な
ど
を

駆
使
し
て
よ
り
興
味
を
引
く
形
に

『
見
え
る
化
』
を
図
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　

―
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
学

校
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　
「
ま
ず
、
教
科
書
に
あ
る
『
エ

ネ
ル
ギ
ー
』
の
内
容
を
し
っ
か
り

取
り
扱
う
こ
と
で
す
。
そ
の
教
え

る
べ
き
内
容
を
確
実
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
の
基
本
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ご

み
の
分
別
な
ど
の
行
動
面
も
含
ま

れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
児
童
・
生

徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
創

意
工
夫
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
も

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。」

　

―
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
先
生
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
、
次
世

代
へ
の
教
育
で
あ
る
と
と
も
に
、

現
世
代
・
生
涯
学
習
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
自
身
の
問
題
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
考
え
、

ぜ
ひ
、
地
域
社
会
に
環
を
広
げ
て

ほ
し
い
」

　

―
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
。

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言

葉
で
は
な
く
、
効
率
よ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
『
効
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

と
い
う
言
葉
の
下
で
、“
持
続
可

能
な
社
会
”“
循
環
型
社
会
”
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
夢
や
プ
ラ
ン
を
大

い
に
抱
い
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

そ
の
大
き
な
夢
や
プ
ラ
ン
は
い
つ

か
現
実
化
す
る
も
の
と
期
待
し
、

学
ん
で
ほ
し
い
」

教
科
書
の
内
容 

確
実
に
伝
え
る

しぶさわ・ふみたか＝東京教育大学（現筑波大学）付属中学校・高等学校教
諭などを経て、1986年から文部省（当時）初等中等教育局で12年間、教科
調査官を務める。エネルギー環境教育に出会ったのはこの教科調査官時代。
専門の地理教育で資源問題や人間と環境の関係を扱ってきたこともあり、関
心を深めたという。信州大学教育学部教授を務めたあと、2011年から現職。
著書に『今、始めないと！エネルギー・環境教育』（東京書籍）がある。地
理の教員らしく趣味は旅行。

エネルギー環境教育へアドバイス

日本エネルギー環境教育学会 会長

澁澤　文隆氏 帝京大学大学院
教職課程科教授

　
「
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学
会
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
に
取
り
組
む
教
師
、
研
究
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
関
係
者
な

ど
で
構
成
す
る
学
会
で
す
。
そ
の
会
長
に
昨
年
８
月
就
任
し
た
澁

澤
文
隆
氏
は
、
新
た
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
取
り
組
も
う
と

す
る
学
校
関
係
者
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、「
難
し
い
こ

と
を
考
え
ず
、
教
科
書
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
内
容
を
創

意
工
夫
し
分
か
り
や
す
く
取
り
扱
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
す
。
学
校
で
、
地
域
で
、
ど
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
に
取
り
組
む
と
い
い
の
か
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。

協働的な学びの場 提供を現
役
世
代
に
こ
そ
必
要
な
生
涯
学
習

竹
細
工
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
風
力
発
電
を
持
つ
い
わ

き
市
立
好
間
第
二
小
学
校
の
児
童
と
地
域

の
竹
細
工
専
門
家
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
が
定
着
す
る
カ
ギ
は
、
地
域
の
人
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と

技
術
科
・
家
庭
科
・
美
術
な
ど
の
授
業
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
京
都
市

立
西
京
高
等
学
校
附
属
中
学
校
。
教
科
の

中
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
第
一

歩
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日本電気協会主催「第12回エネルギー教育賞」

教科の枠超え横断的教育 評価
受賞校の発表と
最優秀校の紹介

　

日
本
電
気
協
会
（
電
気
新
聞
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
対
し
熱
心
に
取
り
組
む
全
国
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
を
表
彰
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
」
を
２
０

０
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
12
回
目
と
な
る
２
０
１
７
年
度
も
都
内
で
選
考
委
員
会
（
委
員
長

＝
有
馬
朗
人
・
元
文
部
大
臣
）
を
開
き
、
小
学
校
の
部
９
校
、
中
学
校
の
部
３
校
、
高
校
・
高
専
の

部
９
校
の
入
賞
を
決
め
た
。
こ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
小
学
校
の
部
で
い
わ
き
市
立
好
間
第
二
小

学
校
、
高
校
・
高
専
の
部
で
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の
２
校
を
選
ん
だ
。
中
学
校
の
部

は
最
優
秀
賞
に
一
歩
お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
優
秀
賞
の
中
か
ら
京
都
市
立
西
京
高
等
学
校
附
属

中
学
校
と
和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校
の
２
校
に
選
考
委
員
会
特
別
賞
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
に

は
、小
学
校
15
校
、中
学
校
10
校
、

高
校
・
高
専
21
校
の
合
計
46
校
か

ら
の
応
募
が
あ
っ
た
。

◆
入
賞
校
と
選
考
過
程

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
２
校

は
、
学
校
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
を
推
進
。
学
年
や
課
程
に
合
わ

せ
て
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
築
し
、
地
域
や
企
業
、
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
学
習
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
部
は
、「
上
位
校
の
レ

ベ
ル
が
突
出
し
て
い
る
」（
小
田
委

員
）の
中
、最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

好
間
第
二
小
学
校
は
、「
社
会
科
を

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
は
、
電
気

新
聞
創
刊
１
０
０
周
年
を
記
念
す

る
行
事
と
し
て
開
始
、
12
回
目
を

迎
え
た
。
選
考
は
、
①
学
校
全
体

に
お
け
る
位
置
づ
け
②
学
習
の
内

容
③
創
意
工
夫
の
あ
り
方
④
活
動

の
継
続
性
⑤
地
域
や
企
業
と
の
連

携
―
を
基
準
に
し
て
採
点
し
、

審
査
し
た
。

中
心
に
し
て
理
科
の
内
容
に
も
し

っ
か
り
踏
み
込
ん
で
い
る
」（
東
嶋

委
員
）
の
に
加
え
、
６
年
間
の
し

っ
か
り
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
て
い
る
点
、
原
子
力
の
リ
ス

ク
を
定
量
的
に
捉
え
て
い
る
点
、

保
護
者
・
外
部
と
の
連
携
と
情
報

発
信
に
積
極
的
な
点
な
ど
、
総
合

的
に
高
い
評
価
を
得
た
。

　

優
秀
賞
の
う
ち
、
札
幌
市
立
緑

丘
小
学
校
の
実
践
力
を
評
価
す
る

声
も
多
く
、「
道
徳
の
重
要
性
に
着

目
し
て
、
理
解
度
を
高
め
て
実
践

に
つ
な
げ
て
い
る
」（
澁
澤
委
員
）

と
、
最
後
ま
で
好
間
第
二
小
学
校

と
最
優
秀
賞
を
競
っ
た
。
ま
た
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
山
形
大
学
附
属
小
学
校
、
地

域
密
着
で
地
域
の
特
色
を
生
か
し

て
い
る
大
阪
市
立
東
粉
浜
小
学

校
、
大
牟
田
市
立
明
治
小
学
校
の

活
動
を
称
え
る
声
も
相
次
い
だ
。

　

中
学
校
の
部
は
、
第
11
回
の
最

優
秀
だ
っ
た
札
幌
市
立
白
石
中
学

校
を
含
め
た
３
校
が
優
秀
賞
に
推

薦
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、「
京
都

大
学
の
原
子
炉
な
ど
を
訪
れ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
」（
熊
野
委
員
）

向
陽
中
学
校
、「
技
術
家
庭
科
の
先

生
が
特
技
を
生
か
し
、
中
学
生
が

幼
児
に
環
境
紙
芝
居
を
披
露
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
広
め
る
努
力

を
し
て
い
る
」（
澁
澤
委
員
）
西

京
高
等
学
校
附
属
中
学
校
が
高
評

価
を
得
た
も
の
の
、
最
優
秀
賞
の

可
否
が
審
査
の
論
点
と
な
っ
た
。

　
「
優
秀
賞
の
う
ち
２
校
は
初
応

募
の
た
め
、
特
別
賞
と
し
て
評
価

し
た
い
」
と
い
う
有
馬
委
員
長
の

判
断
で
、
２
校
は
選
考
委
員
会
特

別
賞
に
。
ま
た
、「
継
続
し
て
中

身
の
濃
い
教
育
を
行
っ
て
い
る
」

（
小
田
委
員
）
白
石
中
学
校
の
評

価
も
高
か
っ
た
。

　

高
校
・
高
専
の
部
で
は
、
第
11

回
で
電
気
新
聞
創
刊
１
１
０
周
年

特
別
賞
を
受
賞
し
た
筑
波
大
学
附

属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
が
、「
昨

年
か
ら
の
上
積
み
が
あ
り
、
努
力

を
評
価
し
た
い
」（
木
村
委
員
）、

「
深
い
学
び
を
特
別
支
援
学
校
で

こ
こ
ま
で
や
っ
て
い
る
の
は
画
期

的
」（
熊
野
委
員
）
な
ど
の
高
い

評
価
を
得
て
最
優
秀
賞
に
決
定
し

た
。
ま
た
、「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ド
や
梅
酢
・
梅
廃
液
な
ど
地
域

の
資
源
を
有
効
に
使
い
、
学
生
が

主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
」（
東

嶋
委
員
）
和
歌
山
工
業
高
等
専
門

学
校
の
評
価
が
高
か
っ
た
ほ
か
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
相
互

交
流
し
て
い
る
福
島
県
立
安
達
高

校
と
兵
庫
県
立
北
須
磨
高
校
の
取

り
組
み
に
も
関
心
が
集
ま
っ
た
。

●最優秀賞（正賞の盾および副賞50万円）
【小学校の部】　
　いわき市立好間第二小学校（福島県）
【中学校の部】　該当なし
【高校・高専の部】　
　筑波大学附属聴覚特別支援学校（千葉県）
●優秀賞（表彰状および副賞10万円）
【小学校の部】
　札幌市立緑丘小学校
　札幌市立円山小学校
　山形大学附属小学校
　郡山市立小泉小学校（福島県）
　京都市立朱雀第四小学校
　大阪市立東粉浜小学校
　大牟田市立明治小学校（福岡県）

　鹿屋市立寿北小学校（鹿児島県）
【中学校の部】
　和歌山県立向陽中学校※選考委員会特別賞
　京都市立西京高等学校附属中学校
　※選考委員会特別賞
　札幌市立白石中学校
【高校・高専の部】
　岩手県立黒沢尻工業高等学校
　山形県立酒田光陵高等学校
　福島県立安達高等学校
　石川県立工業高等学校
　兵庫県立北須磨高等学校
　兵庫県立洲本実業高等学校
　和歌山工業高等専門学校
　新居浜工業高等専門学校（愛媛）� 以上

主催＝一般社団法人日本電気協会（電気新聞）
後援＝経済産業省、文部科学省、環境省、日本エネルギー環境教育学
会、独立行政法人国立高等専門学校機構、一般財団法人省エネルギー
センター、電気事業連合会、一般財団法人電力中央研究所、一般社団
法人新・エネルギー環境教育情報センター
特別協力＝日本教育新聞社

選考委員（50音順）
有馬朗人氏（武蔵学園長、元文部大臣）＝選考委員長
小田公彦氏（山形大学教授）
木村孟氏（大学改革支援・学位授与機構顧問・名誉教授）
熊野善介氏（静岡大学教授）
澁澤文隆氏（日本エネルギー環境学会長、帝京大学教職大学院教授）
東嶋和子氏（科学ジャーナリスト）

入賞校

地域や企業と連携し学習効果も向上
児童会で省エネを呼びかける好間第二小の児童

水車プロペラを自作する向陽中学校の生徒
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は
、
校
舎
前
で
太
陽
熱
で
上
が
る
ソ

ー
ラ
ー
バ
ル
ー
ン
を
浮
か
せ
た
り
、

太
陽
熱
ク
ッ
カ
ー
で
即
席
ラ
ー
メ
ン

を
作
っ
た
り
し
て
い
る
ほ
か
、
児

童
が
目
に
し
や
す
い
給
食
室
の
前

に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
児
童
に
対

し
継
続
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心

を
持
た
せ
る
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

外
部
連
携
と
情
報
発
信

　

同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
特
徴

の
一
つ
は
、
外
部
と
の
連
携
。
17
年

度
も
、
大
学
や
高
専
、
企
業
、
研
究

機
関
な
ど
17
の
外
部
機
関
と
連
携

し
、
出
前
授
業
や
見
学
な
ど
体
験
型

学
習
を
実
施
し
た
。
こ
の
中
で
、
放

射
線
教
育
や
原
子
力
に
関
す
る
学
習

も
実
施
し
、「
正
し
く
怖
が
る
」
こ

と
を
学
ん
で
い
る
。

　

地
域
に
対
し
て
は
、
県
教
育
庁
主

催
の
11
月
の
教
育
週
間
に
参
観
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
授
業
を
多
角
的
に

設
定
し
、
保
護
者
や
地
域
に
対
し
て

広
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
啓
発
を
図

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
部
発
信
も
積
極
的
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
関
す
る
取
り
組

み
は
、
そ
の
都
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
。
17
年
度
の
累
計
ア
ク
セ

ス
は
１
月
末
ま
で
に
約
15
万
ア
ク
セ

ス
あ
っ
た
。

　

同
校
は
、
６
年
目
に
当
た
る
18
年

度
を
集
大
成
の
年
と
位
置
づ
け
る
一

方
、「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
に
関
わ
る
人
材
育
成
の
一
翼
を

担
い
つ
つ
、
次
年
度
を
６
年
目
の
集

大
成
の
年
と
し
て
さ
ら
に
発
信
を
続

け
て
い
き
た
い
」（
江
尻
校
長
）
考

え
だ
。

　

同
校
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
開
始

し
た
の
は
２
０
１
３
年
度
。
福
島
県

が
進
め
る
復
興
教
育
支
援
事
業
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進

モ
デ
ル
校
」
に
選
定
さ
れ
た
の
が
最

初
。
15
年
度
か
ら
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
モ
デ
ル
校
」
に
も
選
定
さ
れ
取

り
組
み
を
強
化
、
５
年
間
で
着
実
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
根
付
か
せ
た
。

全
学
年
体
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
特
徴

は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
生

活
科
、
理
科
、
社
会
科
、
総
合
の
時

間
な
ど
を
上
手
に
活
用
し
、
児
童
の

発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
実
践
に
全
校

で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
だ
。
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
例
え

ば
、
小
学
校
低
学
年
向
け
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

風
力
発
電
機
製
作
で
は
、
授
業
に
学

校
司
書
や
地
域
の
竹
細
工
専
門
家
、

保
護
者
も
加
わ
る
。
司
書
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
図
書
を
紹
介
し
、
竹
細
工

専
門
家
は
発
電
機
用
竹
製
ス
タ
ン
ド

を
提
供
、
保
護
者
は
児
童
の
製
作
を

第12回 エネルギー教育賞　小学生の部

　

福
島
県
い
わ
き
市
の
中
ほ
ど
、
田
園
地
帯
と
住
宅
地
が
広
が
る
の
ど
か
な
場

所
に
位
置
す
る
い
わ
き
市
立
好
間
第
二
小
学
校
（
江
尻
陽
子
校
長
）。
震
災
か

ら
約
７
年
が
経
過
す
る
今
も
、
原
子
力
事
故
で
避
難
し
て
き
た
地
域
の
児
童
が

在
籍
す
る
な
ど
、
震
災
の
影
響
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
子
ど
も

た
ち
は
原
子
力
を
含
む
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
の
意
義
に
つ

い
て
江
尻
校
長
は
「
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
を
真
剣
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
強
調
す
る
。

エ
ネ
問
題
解
決
す
る
人
材
育
成
へ

いわき市立好間第二小学校

放射線を「正しく怖がる」

手
伝
う
。
一
つ
の
実
践
に
大
勢
の
人

が
関
わ
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
に
対
す
る
保
護
者
や
地
域
の
関
心

を
高
め
ら
れ
る
効
果
も
あ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
当
初
の
理

科
中
心
か
ら
社
会
科
中
心
に
シ
フ
ト

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
産
業
や
環
境
、
生
活
に
及
ぼ

す
役
割
を
重
層
的
に
理
解
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
自
分
の
意
見
が
持

て
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
成
果
が
、

５
・
６
年
生
が
作
成
し
た
壁
新
聞
。

「
対
話
的
で
深
い
学
び
で
思
考
力
を

養
い
、
発
表
を
通
じ
て
表
現
力
を
つ

け
ら
れ
る
」
と
、
５
年
生
担
任
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
担
当
す
る
梅
田
智

史
教
諭
は
強
調
す
る
。

　

と
は
い
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に

対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
に
有
効
な

の
は
理
科
。
江
尻
校
長
は
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
の
天
気
の
い
い
日
に

学校の概要（2017年度）
〒970-1142　福島県いわき市好間町今新田手倉2
江尻　陽子　校長
児童数　221人

低学年では保護者も参加し、手づくり
LED風力発電機を製作

「エネルギーコーナー」で
発電実験を行う児童たち

授業で制作した壁新聞を使い互いの意見を述べ合う児童たち

　

本
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教

育
は
、
生
活
科
・
理
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
等
を
中
心
に
、
科

学
関
連
施
設
・
高
専
・
大
学
・
企

業
・
地
域
の
専
門
家
と
の
連
携
を

積
極
的
に
行
い
、
専
門
的
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
の
過
程
で
児
童
は
実
験

体
験
や
も
の
づ
く
り
を
楽
し
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
へ
の
意

欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
栄
誉
あ
る
最
優
秀

賞
受
賞
を
励
み
に
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
さ
ら
に
本

事
業
が
有
用
性
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

江尻陽子校長

関
連
機
関
と
の
連
携 

さ
ら
に
推
進
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第12回 エネルギー教育賞　中学生の部
　中学校の部は、最優秀校は該当なしのため、優秀校に選出された３校のうち選考委員
特別賞の京都市立西京高等学校附属中学校と和歌山県立向陽中学校の２校を紹介する。

和歌山県立向陽中学校 京都市立西京高等学校附属中学校

　

和
歌
山
県
立
向
陽
中
学
校
は
、
和

歌
山
県
初
の
中
高
一
貫
校
と
し
て
２

０
０
４
年
に
開
校
。
以
来
、
①
サ
イ

エ
ン
ス
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③

環
境
―
を
３
本
柱
に
し
て
い
る
。

中
学
校
か
ら
は
高
校
の
環
境
科
学
科

に
内
部
進
学
す
る
。

　

同
校
は
３
年
間
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
す
べ
て
「
環
境
学
」
に
当

て
て
い
る
。
２
年
生
後
半
と
３
年
生

の
前
半
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を
テ
ー
マ

に
、
10
年
以
上
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を

実
践
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い

て
、担
当
の
樋
上
睦
芳
教
諭
は「
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
い
環
境

学
は
考
え
ら
れ
な
い
」と
説
明
す
る
。

実
験
で
、
発
電
の
苦
労
実
感

　

そ
の
中
で
、
特
に
注
力
し
て
い
る

の
が
、
２
年
生
の
後
半
で
実
施
す
る

探
究
学
習
。
４
人
１
組
の
20
班
が
テ

ー
マ
を
決
め
、
発
電
を
中
心
と
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
を
製
作
し
、
実
験

す
る
。
自
分
た
ち
で
企
画
・
実
験
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
実
用
し
て
い
る

現
在
の
発
電
方
法
が
優
れ
て
い
て
、

い
か
に
ば
く
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
毎

日
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
生
徒

た
ち
は
実
感
す
る
。

　

一
方
、
３
年
生
で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト

学
習
を
実
施
。「
原
子
力
発
電
は
30

年
後
に
全
廃
す
べ
き
か
」
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
把
握
で
き
て
い
な

い
と
討
議
で
き
な
い
設
定
で
、
思
考

力
を
鍛
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
行

っ
て
い
る
。

３
年
終
了
時
に
卒
業
論
文
も

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
導
入
時
に

は
、
関
西
電
力
の
堺
港
火
力
発
電
所

と
堺
太
陽
光
発
電
所
、
原
子
力
施
設

と
し
て
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
を

訪
れ
、
実
際
の
発
電
や
原
子
力
の
利

用
を
学
ぶ
。
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
電
方
法
の
長
所
・
短
所
や
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
学
び
、
実
験
だ

け
に
終
わ
ら
な
い
工
夫
も
し
っ
か
り

行
う
。

　

最
終
的
に
は
、
３
年
の
３
月
に
一

人
ず
つ
卒
業
論
文
を
提
出
す
る
。
そ

の
教
育
効
果
は
、「
知
識
だ
け
で
な

く
探
究
力
や
表
現
力
な
ど
、
３
年
間

の
成
長
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
」（
樋

上
教
諭
）
と
い
う
ほ
ど
。
伝
統
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。

　

京
都
市
立
西
京
高
等
学
校
附
属
中

学
校
（
竹
田
昌
弘
校
長
）
は
、
公
立

の
中
高
一
貫
校
だ
。
同
校
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
は
通
常
の
授
業
の
中
で
行

い
、
技
術
科
・
家
庭
科
・
美
術
科
を

中
心
に
理
科
と
社
会
科
の
ク
ロ
ス
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

関
連
付
け
で
多
角
的
思
考
に

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
は
将

来
の
自
分
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る

問
題
で
勉
強
す
る
意
義
に
も
関
わ

る
。
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
本

校
の
目
標
で
も
あ
る
国
際
社
会
に
貢

献
し
活
躍
す
る
力
を
育
成
で
き
る
」

と
技
術
科
の
岡
田
高
芳
教
諭
は
同
校

で
２
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
の
成
果
を
強
調
す
る
。

　

さ
ら
に
、
各
教
科
の
内
容
を
関
連

付
け
て
学
習
す
る
こ
と
で
、多
面
的・

多
角
的
に
考
え
、
知
識
理
解
が
よ
り

一
層
深
ま
る
効
果
も
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
多
く
の
教
科
に
ま
た
が
り
、
繰
り

返
し
学
ぶ
か
ら
で
、
高
等
部
の
教
諭

か
ら
も
「
高
校
の
学
び
の
下
地
に
な

っ
て
い
る
」と
評
価
は
高
い
と
い
う
。

保
護
者
へ
の
発
信
も
積
極
的

　
「
楽
し
く
学
ぶ
」こ
と
を
後
押
し
し

て
い
る
の
が
、
１
・
２
年
生
の
縦
割

り
学
習
や
絵
本
や
模
型
な
ど
の
手
作

り
の
視
聴
覚
教
材
だ
。
特
に
、
家
庭

科
の
八
日
市
律
子
教
諭
の
制
作
す
る

絵
本
教
材
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
生
徒
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
。
例
え
ば
、
原
油
を
擬
人
化
し

た「
オ
イ
ル
く
ん
」や
窓
ガ
ラ
ス
を
擬

人
化
し
た
「
窓
ガ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
」
に

生
徒
は
自
分
を
投
影
。
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
ら
れ
る
効
果
も
あ
る
。

　

ま
た
、
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

学
習
で
、
生
徒
に
よ
る
「
環
境
紙
芝

居
」
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
。「
自

分
の
言
葉
で
理
解
し
、
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」（
八
日
市
教
諭
）

と
い
う
。

　

保
護
者
へ
の
発
信
も
積
極
的
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
通
信
の
発
行
の
ほ

か
、
講
演
会
や
発
表
会
は
保
護
者
参

加
型
に
し
、
学
習
プ
リ
ン
ト
に
保
護

者
コ
メ
ン
ト
欄
を
設
け
る
こ
と
で
、

保
護
者
へ
の
啓
発
も
確
か
な
も
の
に

し
て
い
る
。

　

来
年
度
は
数
学
科
も
加
わ
り
、
他

校
や
保
護
者
に
向
け
た
発
表
・
発
信

を
強
化
す
る
考
え
。

探
究
力・表
現
力
が
大
き
く
成
長

手
作
り
教
材
で「
楽
し
く
学
ぶ
」

学校の概要（2017年度）
〒604-8437　京都市中京区西ノ京東中合町1
竹田　昌弘　校長
生徒数　358人

学校の概要（2017年度）
〒640-8323　和歌山市太田127
土肥　二郎　校長
生徒数　240人

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
成
果
の
一
つ
、「
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
」
模
型
を
製
作
す
る
理

科
部
の
生
徒
。
各
所
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
」

で
学
ん
だ
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ほ
か
、
自
分
た

ち
で
調
べ
、
工
夫
し
た
省
エ
ネ
・
防
災
・
快
適

性
の
ア
イ
デ
ア
が
ち
り
ば
め
て
あ
る

関西電力による出前授業で自分ができる省エネ
について発表する生徒。今年度はこのほか富士
通や花王などから外部講師を招いた

原子力発電の是非についてディベートする３年生

エネルギー教育の導入として
京都大学の原子炉を見学する
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を
高
め
る
た
め
、
前
も
っ
て
講
師
に

対
す
る
質
問
を
構
築
し
て
か
ら
授
業

に
臨
ん
だ
。
16
年
度
の
特
別
授
業
で

は
講
師
と
の
や
り
取
り
が
８
回
続

き
、
17
年
度
の
授
業
で
は
質
疑
応
答

の
50
分
の
時
間
を
使
い
切
る
ほ
ど
だ

っ
た
。

　

聴
力
に
障
が
い
の
あ
る
生
徒
に
と

っ
て
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
。「
従
来

は
、
尋
ね
た
い
こ
と
を
文
章
化
す
る

の
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
質
問
を

遠
慮
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
事
前

学
習
す
る
こ
と
で
、
積
極
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は
、
ろ

う
学
校
と
し
て
も
成
果
だ
」
と
横
山

教
諭
。
外
部
講
師
か
ら
も
、
熱
心
に

き
き
入
る
様
子
が
す
ば
ら
し
い
と
い

う
評
価
も
も
ら
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
課
題

　

17
年
度
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
み
、

公
民
分
野
で
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
、
石
油

は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム
形
式
や
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
担
当
官
か
ら
直
接

話
を
聞
く
な
ど
し
て
学
ん
だ
。
18
年

度
以
降
も
、
社
会
科
以
外
の
教
科
と

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
を
継
続
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
生
徒
た
ち
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
に
つ
い
て
ま
だ
答
え
が
出
て

い
な
い
よ
う
だ
」
と
い
う
横
山
教

諭
。
た
だ
、「
卒
業
後
も
生
徒
と
長

く
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る
の
が
本

校
の
特
徴
。
生
徒
が
卒
業
し
て
か
ら

も
、
一
緒
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
」
と
、
生
涯
教
育

を
見
据
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ

れ
た
２
０
１
５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
石
炭

の
活
用
に
着
目
し
た
。

　
「
石
炭
は
研
究
デ
ー
タ
が
多
く
、

一
つ
の
物
語
と
し
て
完
結
し
て
い
る

テ
ー
マ
。
こ
れ
か
ら
未
来
を
予
測
す

る
比
較
対
象
に
も
な
る
」
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
主
導
す
る
横
山
知
弘
教

諭
。
世
界
史
の
産
業
革
命
で
、
石
炭

を
取
り
上
げ
た
。

　

学
習
に
は
、
事
象
を
①
ベ
ー
ス
②

問
題
提
起
③
展
開
④
結
論
―
の
４

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
整
理
し
て
効
果
を

上
げ
て
い
る
「
４
段
式
板
書
法
」
を

活
用
。
石
炭
に
よ
っ
て
産
業
革
命
が

可
能
に
な
っ
た
背
景
、
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
法
、
そ
し
て
結
果
と
し

て
の
社
会
変
化
ま
で
を
論
理
的
に
学

習
し
た
。

字
幕
付
き
教
材

　

次
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
の
製
作

を
本
格
化
さ
せ
た
。
最
初
に
、
教
諭

陣
で
福
岡
県
大
牟
田
市
の
三
井
三
池

炭
鉱
を
取
材
し
た
。
取
材
で
得
た
写

真
や
映
像
資
料
な
ど
一
次
教
材
は
字

幕
を
付
け
て
校
内
の
サ
ー
バ
ー
に
ア

ッ
プ
し
て
、
生
徒
が
調
べ
学
習
で
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
か
ら

借
用
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
映
像
資
料
に

　
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
（
原
島
恒
夫
学
校
長
）
は
、
日
本
で
唯
一
の

国
立
の
聴
覚
特
別
支
援
学
校
（
ろ
う
学
校
）
だ
。
そ
の
教
育
内
容
は
特
別
支
援
学
校

と
し
て
国
内
で
も
随
一
の
水
準
を
誇
る
。
寄
宿
舎
を
備
え
、
中
学
部
、
高
等
部
、
専

攻
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
、
造
形
芸
術
科
、
歯
科
技
工
科
）
に
は
全
国
か
ら
優
秀
な

生
徒
が
集
ま
る
。
高
等
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
授
業
や
教
育
活
動
に
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
視
点
を
加
え
る
形
で
、
社
会
科
教
育
で
の
教
材
作
成
と
高
い
レ
ベ
ル

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
実
践
。
将
来
主
権
者
と
な
る
生
徒
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
つ
い
て
正
し
い
知
見
を
持
た
せ
る
の
と
同
時
に
、
全
国
の
ろ
う
学
校
に
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
教
材
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

外
部
講
師
を
招
い
て
授
業
展
開

筑波大学附属聴覚特別支援学校（高等部普通科）

ろう学校向け教材も開発
は
字
幕
を
付
け
、
逆
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
資
料
と
し
て
大
牟
田
市
に
寄
贈
。

大
牟
田
市
か
ら
感
謝
状
を
渡
さ
れ
る

と
と
も
に
、
大
牟
田
市
か
ら
は
貸
与

許
可
を
得
て
、
全
国
の
ろ
う
学
校
に

貸
し
出
し
て
い
る
。

　

産
業
革
命
に
お
け
る
石
炭
に
関
す

る
授
業
資
料
や
、
外
部
講
師
を
招
い

て
の
特
別
授
業
、
取
材
映
像
な
ど
を

教
材
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
。
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

の
字
幕
を
読
み
取
る
速
度
に
は
個
人

差
が
あ
る
の
で
、
各
校
の
実
態
に
合

わ
せ
た
字
幕
を
付
け
直
し
や
す
い
よ

う
に
、
字
幕
フ
ァ
イ
ル
と
字
幕
無
し

映
像
の
公
開
も
行
っ
て
い
る
。

講
師
と
の
や
り
取
り
も

　

同
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
で
は
、

外
部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
や
特

別
授
業
で
の
外
部
講
師
と
の
や
り
取

り
も
重
要
視
し
て
い
る
。
学
習
効
果

　

本
校
が
こ
の
よ
う
な
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関

係
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
世
界
の
歴

史
や
経
済
と
大
き
く
か
か
わ
る
た

め
、
社
会
科
教
育
の
中
で
考
え
て

い
く
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
試

み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
本

研
究
は
、
主
体
的
か
つ
対
話
的
な

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し

て
、
子
ど
も
達
が
生
き
た
知
識
を

身
に
つ
け
る
上
で
も
効
果
的
と
考

え
ま
す
。

　

今
後
も
世
界
を
視
野
に
入
れ
、

未
来
を
築
く
子
ど
も
達
の
教
育
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

原島恒夫学校長

学校の概要（2017年度）
〒272-8650　千葉県市川市国府台2-2-1
原島　恒夫　学校長
生徒数　73人（高等部普通科）

ゲーム形式でエネルギーミックスに
ついて考える生徒たち

実験を通じてJ-POWERの外部講師から環境対策について学ぶ生徒たち

生
き
た
知
識
習
得
に
大
き
な
意
義

第12回 エネルギー教育賞　高校・高専の部
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力
発
電
所
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
高

ま
っ
た
。
政
府
は
、
稼
働
し
て
い
た
す
べ

て
の
原
子
力
発
電
所
を
定
期
検
査
の
タ
イ

◆
震
災
後
に
大
き
く
変
化

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
国
内
で
は
原
子

ミ
ン
グ
で
す
べ
て
停
止
す
る
一
方
、
新
た

な
原
子
力
規
制
機
関
と
し
て
原
子
力
規
制

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
原
子

力
発
電
の
あ
ら
た
な
安
全
基
準
「
新
規
制

基
準
」
を
制
定
し
た
。

　

２
０
１
３
年
７
月
の
施
行
か
ら
こ
れ
ま

で
に
合
格
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
ト
は
２
０
１

８
年
２
月
ま
で
に
８
発
電
所
で
９
基
の

み
。
審
査
を
経
て
再
稼
働
に
至
っ
た
プ
ラ

ン
ト
は
５
基
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

国
内
の
各
電
力
会
社
は
、
原
子
力
発
電

所
の
代
替
と
し
て
火
力
発
電
を
稼
働
。
こ

の
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
低
下

し
、
燃
料
費
は
増
加
、
同
時
に
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
も
増
加
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
、
震
災
前
の

２
０
１
０
年
に
19
・
６
％
だ
っ
た
が
、
２

０
１
４
年
に
は
６
・
２
％
ま
で
低
下
。
原

子
力
発
電
の
再
稼
働
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
加
に
よ
り
持
ち
直
し
た
も
の

の
、
直
近
で
あ
る
２
０
１
６
年
の
自
給
率

は
８
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

◆
Ｓ
＋
３
Ｅ

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
２
０
１
５
年
に
策
定

さ
れ
た「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」

で
、
２
０
３
０
年
度
の
電
源
構
成
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
を
発
表
。「
Ｓ
＋
３

Ｅ
」
＝
Ｓ
（
安
全
性
の
確
保
）
を
大
前
提

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
＝
25
％
に
）、
経

済
性
（
電
力
コ
ス
ト
を
２
０
１
３
年
度
よ

り
も
引
き
下
げ
る
）、
環
境
性
（
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
26
％

削
減
）
を
め
ざ
し
て
い
る
。

◆
５
年
目
に
入
る
モ
デ
ル
校

　

経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
、
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
活
動
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
り
、
将
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
し
て
適
切
な
判
断

に
基
づ
い
て
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
の
が
主
な
目
的
だ
。
２
０
１
７
年
度

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
事
業
、

小
中
学
校
向
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
副
教
材

の
作
成
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
化
事

業
、
か
べ
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル

校
事
業
は
２
０
１
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。

４
年
間
で
全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
・
高
専
な
ど
１
２
１
校
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
の
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
の
最
優
秀
校
で
あ
る
い

わ
き
市
立
好
間
第
二
小
学
校
、
筑
波
大
学

附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の
２
校
は
と
も

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
の
学
校

だ
。

◆
多
く
の
支
援
・
サ
ポ
ー
ト

　

モ
デ
ル
校
に
認
定
さ
れ
る
と
、
①
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
確
保
②
地
球
温
暖
化

問
題
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
③
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
そ
の
特
徴
④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
向
け
た
取
り
組
み
―
の
４
つ
の
課
題

に
取
り
組
む
。

　

金
銭
的
支
援
、
教
材
・
資
料
の
支
援
、

人
的
支
援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
加

え
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
地
域
会
議
を

設
け
、
地
域
ご
と
の
交
流
会
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
見
学
会
な
ど
、
各
学
校
で
行
っ
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。

◆
小
学
生
の
か
べ
新
聞
も

　

ま
た
、
小
学
生
対
象
の
か
べ
新
聞
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
す
る

関
心
と
当
事
者
意
識
を
喚
起
し
、
学
校
や

家
庭
・
地
域
で
の
実
践
行
動
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
２
０
１
５
年
度
か
ら
実
施
。「
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
２
０
１
７
度
は
７
２
０
作
品
・

２
１
９
０
人
の
児
童
が
応
募
し
、
41
作
品

が
入
賞
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

モ
デ
ル
校
事
業
や
か
べ
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
関
連
事
業
は
継
続

す
る
予
定
だ
。
モ
デ
ル
校
事
業
は
、
今
年

度
も
例
年
通
り
30
校
程
度
の
学
校
を
募

集
、国
の
政
策
目
標
で
あ
る
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」

の
達
成
を
中
心
に
す
え
、
さ
ら
な
る
活
動

を
展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
主
に
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
下
②
電

力
コ
ス
ト
の
上
昇
③
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
加

―
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
図
ろ
う
、
と
い
う
の
が
現
行
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
克

服
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
現
状
を
知
り
理
解
す
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
世

代
層
・
ま
た
現
役
世
代
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

1973年度
第一次石油ショック時
一次エネルギー
国内供給

2016年度
（最新）

一次エネルギー
国内供給

2010年度
（震災直前）
一次エネルギー
国内供給

石炭
16.9%

石油 75.5%

石炭
22.5%

石油 39.8%

LNG 1.6%

LNG
19.2%

原子力 0.6%

原子力
11.1%

水力
4.4% 水力

3.2%再エネ等 1.0%
再エネ等
4.3%

石炭
25.0%

石油 39.0%

LNG
24.7%

原子力
0.7%

水力
3.3%

再エネ等
7.2%

94％

化石燃料依存度
※一次エネルギー供給ベース

1973年度

81％
化石燃料依存度
※一次エネルギー供給ベース

89％

化石燃料依存度
※一次エネルギー供給ベース

2010年度

2016年度

我が国の一次エネルギー国内供給構成の推移

出典：電気事業連合会「電源別発電
　　　電力量構成比」等より作成

12  

14  

16  

18  

20  

22  

24  

26  

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016（年度）

家庭向け

20.4
21.3

22.3

24.3

25.5

13.7
14.6

15.7

17.5

18.9

（円 /kWh）

24.2

17.7

22.4

15.6

約25％上昇

約10％上昇

約14％上昇

約38％上昇

産業向け

電気料金の推移

出典：電力需要実績確報（電気事業連合会）、各電力会社決算資料等を基に作成

安全性

自給率 震災前（約２０％）を更に上回る
概ね２５％程度（現在6％）

現状よりも引き下げる

欧米に遜色ない温室効果ガス削減目標を実現
（2030年度に2013年度比▲26％）

安全性が大前提

Safety

Energy Security

Economic Efficiency

Environment

給給

電力
コスト

温室
効果ガス
排出量

S+3E

出典：経済産業省資源エネルギー庁「日本のエネルギー2017」

エネルギー自給率：生活や経済活動に必要な一次エネルギーのうち、自国内で確保できる比率です。

出典：IEA 「Energy Balance of OECD Countries 2017」を基に作成。
※表内の順位はOECD35カ国中の順位（ＩＥＡ公表値に基づく）です。日本は総合エネルギー統計を基に作成。

2010年
自給率

19.6％

2016年
自給率

8.4％

2011年
自給率

10.9％

「Energy Balance

2012年
自給率

6.3％

es 2017」7 を基に作成

2014年
自給率

6.2％

2015年
自給率

7.4％

of OECD Countrio e

2013年
自給率

6.3％

日本のエネルギー自給率の近年の推移

重
要
視
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

理
解
深
め
安
定
供
給
へ
の
糸
口
に

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

２
０
１
６
年
エ
ネ
自
給
率
は
8.4
％

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援

モ
デ
ル
校
事
業
中
心
に
人
材
育
成
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　アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で５名様に5,000円分の「ＱＵＯカード」
を差し上げます。締め切りは2018年６月末日。
　応募はＥメールで。住所、氏名、電話番号を明記し、①今号を読んでの感想②エネルギ
ー環境教育への意見③今号をどこで知ったか――を記入して、下記のアドレスまでお送り
ください。メールの件名には「エネエコ新聞プレゼント」と記入をお願いします。
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制作・発行
（一社）日本電気協会新聞部（電気新聞）

メディア事業局
〒100-0006

東京都千代田区有楽町１の７の１
☎03-3211-1555.ＦＡＸ03-3212-6155

www.denkishimbun.com

＆
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０
１
８
年
３
月
発
行

お役立ちウェブサイト

3 環境省

「こども環境省」
https://www.env.go.jp/kids/

●環境省の使命や設立の経緯などを
まとめた「環境省について」や部署
ごとの政策、環境白書の中の環境課
題をまとめた「こども環境白書」な
ど環境に関する情報を網羅した。

1 経済産業省・資源エネルギー庁

「日本のエネルギー2017」
 エネルギーの今を知る20の質問

http://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/
pdf/energy_in_japan2017.pdf

●日本のエネルギー自給率をはじめ、どのような資源
をどの国・地域に依存しているのか、再生可能エネ
ルギーの現状、放射性廃棄物の最終処分までエネル
ギーに関する「20の質問」に的確に答える。

2 電気事業連合会

「なるほど！ 日本のエネルギー」
エネルギーミックスを
考える
http://www.fepc.or.jp/theme/energymix

●日本のエネルギー事情について、
「S+3E」（安全性、安定供給、経済効率
性、環境適合）のそれぞれの視点から
イラストや図、データをふんだんに
使い、分かりやすく解説した。

4 放射線教育支援サイト

「らでぃ」
https://www.radi-edu.jp/

●中学生理科の単元に加わった「放
射線」に関する教育を支援するサイ
ト。全国各地の実践の紹介や指導案
集、Q&A集などで現場教師をサポー
ト。ユーザー登録で授業支援も。

4 放射線教育支援サイト

パンフレット（PDF資料）

中学生向け動画教材制作
自発性育む学習法として注目

電気事業連合会「エネルギートラベラー」

　「電気がどこから来るのか探ってみよう――」

　電気事業連合会は資源・エネルギー問題を身近に捉えてもらお
うと、中学生向けの動画教材を制作した。キャラクターの「エネ
ルギートラベラー」の案内で、電気製品を動かすエネルギーの産
地や電源ごとの特徴などを学び、日本に適した発電方法の組み合
わせ方を一人ひとりに考えてもらう。
　帝京大学教職大学院の澁澤文隆教授が監修しており、社会科の
地理・公民の授業に対応している。ＤＶＤとデータ集、教師用手
引書の３点セットで、全国の中学校から希望のあった約千校に配
布した。電気事業連合会のウエブページ「電事連チャンネル」か
ら導入編とまとめ編に分けて視聴できる。
　教材を使えば、50分間の授業を組み立てられるのが特徴だ。身近
な電気製品を思い浮かべてもらい、電気がどこから来るのかを考
えさせる。その上でデータ集とＤＶＤを用い、資源の分布や世界
のエネルギー消費量、発電方法の特徴などを説明する。「Ｓ＋３Ｅ」
（安全性、安定供給、経済効率性、環境適合）の視点から日本の
電源構成の在り方を自ら考えてもらう。自発性を育む学習法とし
て注目を集める「アクティブ・ラーニング」に対応した内容だ。
　動画は「エネルギートラベラー」がエネルギー探求の旅をする
設定だ。世界と日本のエネルギー事情を短時間で理解でき、効果

　インターネット上には、さまざまなサイトがあり、まさに玉
石混交。誤った情報をつかまないためにも、エネルギー教育に
関するものは、できるだけ一次情報に近いデータを活用したい。
全国の大手電力会社（旧一般電気事業者）10社で構成する電
気事業連合会は、エネルギー教育に役立つ情報やデータを「情

報ライブラリー」として、また、授業などにも使用できる動画
コンテンツは「電事連チャンネル」としてそれぞれまとめてい
る。電気事業連合会はこのほど、中学生のエネルギー教育を支
援するＤＶＤ・動画教材として「エネルギートラベラー」を制
作した。この映像コンテンツを中心に紹介する。

的に学習を進められる。
　電気事業連合会は「今後も次世代層向けの広報・教育ツールを
充実させたい」（広報部）としている。
　また、「電事連チャンネル」には、電球型のゆるキャラ「ビカ
ールくん」と一緒にエネルギーのことを学べるアニメーション「ひ
らめき！ピカールくん」など、次世代でも気軽にエネルギーを学
べる動画も用意されている。

時空を超えた旅をしながら、世界と日本のエネルギー事情を理解できる

【電事連チャンネル】

http://www.fepc.or.jp/movie/
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